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1.1. コーパスとは？

• コーパス＝電子化された言語資料

• 汎用コーパス（general corpus）
→ランダムサンプリングに基づいて均衡化されたもの

例：BNC（British National Corpus）、BCCWJ（現代日本
語書き言葉コーパス）

• 特殊コーパス（specialized corpus）
→特定の目的に沿って作られたもの

例：医学英語コーパス、英語学習者コーパス
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1.1. コーパスとは？

サンプルコーパス（静的コーパス）

BNC、BCCWJなど

モニターコーパス（動的コーパス）

COCA (Corpus of Contemporary American English)、
Bank of Englishなど

3

1.1.テキストマイニングとは？

ウェブ≒電子化された言語資料

※コーパスとは異なり、構造化されていない

テキストマイニング

→構造化されていないデータから情報を抽出する
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1.1.テキストマイニングとは？

（ウェブから）データの収集

↓
クリーニング

↓
タグ（情報）付け（形態素解析）

↓
分析（視覚化、統計の利用）
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1.2. テキストマイニングの準備

• STEP1
• テキストの収集

→【実例】総長のスピーチ

http://www.u-tokyo.ac.jp/gen01/b_message26_10_j.html

平成２６年度東京大学

平成２６年度京都大学

平成２５年度九州大学

平成２６年度九州大学
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1.2. テキストマイニングの準備

• クリーニング

→タグの削除、ふりがなの削除、etc.
テキストファイルとして保存：

Todai_H26.txt
Kyodai_H26.txt
Kyudai_H25.txt
Kyudai_H26.txt
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1.2.テキストマイニングの準備

• テキストの処理と加工

A：形態素解析

→MeCab
日本語の場合、単語の切れ目がわからないため、「単語の頻
度を数える」という単純な作業でも形態素解析が必要。見出し
語形での検索、品詞情報なども分析の上で有用。

B：構文解析

→CaboCha、Stanford Parser
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1.2.テキストマイニングの準備

MeCabの解析結果
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1.3テキストの構造化

• N-gramモデル

N個の隣接する文字・単語・文節などの集計し、パターンを
分析する（cf.前回の中藤先生のご発表）

• 共起語（コロケーション）の分析

例：

• tallの直後にくる名詞

chimney, tree, building, man, tower, etc.

• highの直後にくる名詞

speed, quality, level, temperature, etc.
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：単純なグラフ
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：ワードクラウド（Todai_H26)
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：ワードクラウド(Kyodai_H26)
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：ワードクラウド(Kyudai_H25)
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：ワードクラウド(Kyudai_H26)

合わせて質的な
分析が必須
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1.4.テキストマイニングの主な方法

1.4.1. 視覚化：Rでワードクラウドを作る【参考】
(1)MeCabをコンピュータにインストール

(2)RMeCabをインストール

install.packages("RMeCab", repos = "http://rmecab.jp/R")
(3)"tm"と"wordcloud"をpackagesのメニューからインストール

(4)パッケージの読み込み

library(wordcloud)
library(RMeCab)
(5)RMeCabで頻度を解析

data.freq=RMeCabFreq("data.txt")
(6)品詞のフィルタリング

data.sub=subset(data.freq, Info1=="名詞" & Info2!="数", c(Term, Freq))
#名詞を指定、数を除外

(7)描画

wordcloud(data.sub[,1], freq=data.sub[,2], min.freq=3,random.order=F)



16

1.4テキストマイニングの主な方法

1.4.2. 特徴を抽出するための指標

TF-IDF

カイ二乗統計量

共起強度
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1.4テキストマイニングの主な方法

1.4.2. 特徴を抽出するための指標

TF＝Term Frequency 
→たくさん出現する単語＝重要！

Q：the, a, of, atなどは頻度が高いが重要か？

↓
IDF=Inverted Document Frequency
→いろんなテキストで使われていれば特徴的ではない！
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1.4テキストマイニングの主な方法

1.4.2. 特徴を抽出するための指標

TF＝Term Frequency 

テキスト中の単語の頻度
テキスト中の単語の頻度

テキストの総語数

IDF=Inverted Document Frequency

Log 総テキスト数
単語の出現テキスト数

＋１

TF-IDF=TF（頻度 OR 相対頻度）×IDF（重み付け）
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総長スピーチでのTF-IDF

• 例：

TF=3
IDF=log2(4/1)+1
TF-IDF=3×3＝9
→IDFによって重み付けがされた！

単語 Kyudai_H25.txt Kyudai_H26.txt Kyodai_H26.txt Todai_H26.txt

アクティブ・ラーナー 3 0 0 0
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総長スピーチでのTF-IDF（九大H25がプラスのもの）
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1.4テキストマイニングの主な方法

1.4.3. テキストの特徴分析

対応分析（correspondence analysis）
→変数の圧縮＋視覚化

テキストの種類（東大、京大、九大×2）と単語を対応付け
させ、それぞれの特徴を把握することが可能となる
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対応分析の前処理

• 名詞頻度のクロス集計表を作成

• データのクリーニング

→こと、もの、よう、などひらがなの名詞を削除
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Rで対応分析を行う【参考】

• Library(MASS)
• greetings <- read.table("clipboard", header=TRUE)
• greetings.corresp=corresp(greetings, nf=3)
• plot(greetngs.corresp)
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対応分析の結果(plot)

九大の特徴：Xがマイナス、Yがプラス
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対応分析の結果(固有値)
[,1] [,2] [,3] 九大特徴

アクティブ・ラーナー -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
アジア -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
グローバル -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
スタート -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
プログラム -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
リーダー -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
リーディング -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
育成 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
課程 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
開催 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
学府 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
企業 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
基幹 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
基本 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
期待 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
記 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
牽引 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
最近 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
姿 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
支援 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
事業 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
自律 -0.76736 0.809275 1.504989 ◯
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1.4.テキストマイニングの主な方法
1.4.4. テキストのグループ分け

→クラスター分析

1.4.5. テキストの自動分類

→ランダムフォレスト、SVMなど。cf. 中藤先生のご発表

1.4.6. テキストの時系列分析

→Google Books Ngram Viewer
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Google Books Ngram Viewer:
computer vs Internet
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1.5 意味解析と辞書

→WordNet, FrameNet
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Thank you for your attention!

【発表者】

内田 諭

言語文化研究院


